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2019年 5月 16日 

株式会社日立製作所 

働き方改革を支援するクラウド型のファイル管理・共有サービス 

「活文 MIES Box連携ソリューション」を提供開始 
Box Japan とのパートナーシップを強化し、Boxのエコシステムと連携したソリューションを共同展開 

株式会社日立製作所(執行役社長兼 CEO：東原 敏昭／以下、日立)は、このたび、法人向けオ

ンラインストレージサービス「Box」と日立の情報共有クラウドサービス「活文 Managed Information 

Exchange Service(以下、活文MIES)」を連携させた「活文MIES Box連携ソリューション」を、5月

16日より提供開始します。本ソリューションは、「Box」のセキュアで操作性の高いファイル管理機能と

「活文 MIES」のチャット形式のコミュニケーション機能などを連携させることで、プロジェクト単位での

円滑な社外連携や、場所や時間にとらわれないテレワーク、在宅勤務などの多様な働き方を支援し

ます。 

また、日立は、コンテンツ・コラボレーション・プラットフォーム*1 についてのマジック・クアドラントで 

リーダーに位置づけられている*2米国 Box社の日本法人 Box Japan株式会社(代表取締役社長：

古市 克典／以下、Box Japan)とのパートナーシップを強化し、「Box」と連携したソリューション開発

を加速させるとともに、エコシステムと連携した共同展開を推進していきます。 

*1 社内外でのコラボレーションとそのプロセスにわたるコンテンツを管理・保護し、共有、統制を行うプラットフォーム 

*2 「Gartner 2018 Magic Quadrant for Content Collaboration Platforms」レポートにおいて、コンテンツ・コラボレーション・プラット 

フォーム分野のリーダーと評価（著者：Monica Basso et al., 発行日：2018年 7月 9日）。 

 

近年、働き方改革関連法が施行され、長時間労働の是正や従業員の生産性向上など働き方改

革の取り組みが進む中、テレワークや在宅勤務、積極的な社外連携によるオープンイノベーションな

ど、働く場所や時間、相手にとらわれない柔軟な働き方が求められています。こうした中、モバイルデ

バイスやインターネット経由の企業データへのアクセス、社外関係者とのファイル共有のニーズが高

まっており、企業データの管理・共有を従来のオンプレミス型のファイルサーバから、クラウド型のファ

イルコラボレーションサービスへとシフトする動きが加速しています。しかし、クラウド型のサービスで

は、ファイルの検索性やローカルにダウンロードしたファイルのセキュリティ保護などの面で課題があ

りました。 

 

日立は、2018 年 1 月に Box Japan と全世界 4,000 万ユーザー以上が利用する「Box」の販売

代理店契約を締結しました。今回、Box Japan とのパートナーシップを強化し、両社の実績あるサー

ビスを連携させた「活文MIES Box連携ソリューション」を開発し、提供開始します。本ソリューション

は、「活文 MIES」のチャット形式でのコメント投稿と、容量無制限にファイル管理できる「Box」により、

電子掲示板上でコメントとファイル共有を組み合わせたシームレスなコミュニケーションを実現します。

また、マルチデバイス対応やセキュリティ保護機能により、インターネット経由でどこからでも安全にフ

ァイルにアクセスすることができます。具体的には、「Box」のファイル暗号化機能などにより、クラウド

上のデータを保護するだけでなく、「活文MIES」の DRM(Digital Rights Management)機能によ
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りクラウドからローカルにダウンロードしたファイルも保護することで、高レベルなセキュリティ環境を一

貫して確保することが可能です。 

 

日立は、Box 販売パートナー各社とも連携しながら、本ソリューションを幅広く展開していきます。

また、今後、「Box」の API*3公開によりソリューション開発を容易にする「Box Platform」を活用する

ことで、調達、設計、販売業務における企業間取引を支援する「TWX-21」*4など日立の実績あるクラ

ウドサービスとの連携ソリューションを拡充し、お客さまのさまざまな働き方改革を支援していきます。 

*3 API：Application Programming Interface 

*4 2018年 11月時点、日立グループを含めた約 6万 6千社の企業間取引を支えています。 

■活文 MIES Box連携ソリューションの利用イメージ 

■価格および提供開始時期 

ソリューション名 メニュー内容 価格 提供開始時期 

活文 MIES Box 

連携ソリューション 

円滑でセキュアなファイル管理・共有を可能にする

クラウドサービスです。活文 MIES Box連携などの

ライセンス提供に加えて、各種導入支援サービス

も合わせて提供します。 

個別見積 2019年 5月 16日 

■Box Japan株式会社 代表取締役社長 古市 克典氏のコメント 

「クラウド・コンテンツ・マネジメント・プラットフォームにおけるリーダーとして、Box は日本のさまざま

な業界の企業が、クラウド内の重要な情報に安全にアクセス、管理、コラボレーションすることを可能

にし、企業の生産性向上に貢献しています。今回、日立との Box連携ソリューションでの枠組みを通

じて、より多くの企業のお客さまにクラウドを活用した生産性の向上と、日本企業の働き方改革に貢

献できることを喜ばしく思います。」 
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■Box社について

Box (NYSE: BOX)は、安全に人と情報とアプリケーションを連携させながら、組織の働き方を変

革させるクラウド・コンテンツ・マネジメント企業です。2005 年に設立され、アストラゼネカ、ゼネラル・

エレクトリック、P&G、GAP をはじめとする 92,000 社以上、日本でも 4,200 社以上の企業を支援し

ています。のグローバル企業を支援しています。Box は、カリフォルニア州レッドウッドに本社を置き、

米国、ヨーロッパ、アジアに拠点を持っています。Box の詳細は、https://www.box.com/ja_JP/ に

てご覧ください。株式会社 Box Japanは Box Inc.の日本法人です。 

■活文 MIES Box連携ソリューションに関するウェブサイト

https://www.hitachi.co.jp/products/it/box/why_hitachi.html#renkei 

■ガートナー免責

ガートナーは、ガートナー・リサーチの発行物に掲載された特定のベンダー、製品またはサービスを

推奨するものではありません。また、最高のレーティング又はその他の評価を得たベンダーのみを選

択するようにテクノロジーユーザーに助言するものではありません。ガートナー・リサーチの発行物は、

ガートナー・リサーチの見解を表したものであり、事実を表現したものではありません。ガートナーは、

明示または黙示を問わず、本リサーチの商品性や特定目的への適合性を含め、一切の責任を負う

ものではありません。 

■商標に関する表示

・活文は、株式会社日立ソリューションズの登録商標です。

■本件に関するお問い合わせ先

株式会社日立製作所 サービスプラットフォーム事業本部 

お問い合わせフォーム：http://www.hitachi.co.jp/it-pf/inq/NR/ 

以上 

https://www.box.com/ja_JP/
https://www.hitachi.co.jp/products/it/box/why_hitachi.html#renkei
http://www.hitachi.co.jp/it-pf/inq/NR/


------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
このニュースリリース記載の情報(製品価格、製品仕様、サービスの内容、発売日、 

お問い合わせ先、URL 等)は、発表日現在の情報です。予告なしに変更され、検索日と

情報が異なる可能性もありますので、あらかじめご了承ください。 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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